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　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

　【学内活動】（学内職歴を含む）

①日本心理学会　②日本心理臨床学会 ③日本精神分析学会　④日本集団精神療法学
会

対象（対人）関係の類型とその病理に関する実証的・臨床的研究

①LyonⅡ大学大学院博士課程　　②大阪大学大学院博士課程

①臨床心理学のＤＥＳＳ　　②学術博士

①精神分析　②心理療法　③集団精神療法

平　成　２１年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

最終学歴

現在の専門分野

所属学会

研究課題

 サッカー部顧問　　　津軽三味線サークル顧問  　　奈良大学臨床心理クリニック相談員



①

②

③

④

⑤

① 無連結を査定する
可能性 ～原子価
査 定 テ ス ト
（VAT）から見た
マイナス原子価～

単著

② マイナス原子価へ
の対応方法～「原
子価心理療法」へ
の招待 ～.

単著

③ セラピストがグ
ループによる夢の
コンテインメント
に失敗する時ーグ
ループへの影響に
関する一考察 ～

単著

④ Deriving a group
psychic
apparatus and a
typology of
group mental
states from
Bion's group
dynamics.

単著

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称 発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

奈良大学大学院研究年
報第15、1-8．

奈 良 大 学
紀要第37、85-100

奈良大学臨床心理クリ
ニック1号、7-11．

奈良大学紀要第37、
85-100

2010年

2010年

2010年

2009年



⑤ When Bion meets
Durkheim: A
psychoanalytic
contribution to
the
understanding of
"suicide"

単著

⑥ 夢みて、コンテイ
ナーを求めるグ
ループ～沈没船の
夢の意味と影響へ
のBion的な眼差し
～

単著

① グループにおける
「夢」とそのコン
テンメント

単著

② Bionの臨床を学ぶ
(２)

共著

③

④

⑤

①

②

本発表では、筆者の言う「D-グ
ループ」において語られた夢を、
臨床素材として呈示し、Bionによ
る夢論に基づいてそれを理解し、
考察している。

本発表では、Bionによる基本的な
概念を紹介し、それに関する考察
をしている。

（その他）

（学会発表）

2009年 奈良大学大学院研究年
報第14、9-25

2009年

2009年

2009年 奈良大学臨床心理クリ
ニック1号、1-6．

集団精神療法学会第２
7回大会

日本心理臨床学会第２
５回大会


